



Institutes for Discovery をとりあげ，産学官連携による生涯学習振興の可能
性を探求するものである。



























































年代には，ラフォレッテ州知事（Robert M. La Follette）とヴァンハイス学











（Wisconsin Alumni Research Foundation：以降，WARF と表記する）が設立
されたのは，1925 年のことであった。WARF は，発明の権利化とライセ
ンシングによって，同大学における科学研究の実用化を支援する民間の非





　WARF は，「 世 界 最 古 」 の 技 術 移 転 機 関（Technology Licensing 
Organization: TLO）であるとともに，アメリカの産学連携を発展させた
バイ・ドール法成立（1980 年）に寄与したことで知られる12）。近年では，
同大学の J. トムソン教授（James Thomson）が 1998 年にヒト ES 細胞の株
の生成に成功して 6 つの ES 細胞株の権利を特許化した際，その基本特許
を WARF が所有していることで世界的に注目された。WARF は，トムソ
ン教授の研究スポンサーであったジェロン社にライセンスを付与したが，
国立衛生研究所（National Institutes of  Health: NIH）および非営利機関で
の研究目的の利用に関しては，実費のみで細胞株を提供している。それら
















う構想である。10 年間で総額 3.75 億ドルの投資を，州政府と民間資金が
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50 パーセントずつ負担するという計画で，2005 年 7 月には，最初の補助
金として，5,000 万ドルの予算が州議会で認められた15）。
　Wisconsin Institutes for Discovery（以降，WID（S）と表記する）は，ウィ
スコンシン大学大学院が統括する Wisconsin Institute for Discovery（以
降，WID と表記する）と，民間資金で運営される Morgridge Institute for 

































　ドイル州知事の設立構想を資金面で実行可能にしたのは，2006 年 4 月
にモーグリッジ夫妻（John and Tarshia Morgridge）から贈られた 5,000 万
ドルの寄付金である。モーグリジ夫妻は，ウィスコンシン大学の同窓生で
ある。2 人は，ウィスコンシン州南東部にあるウォーワトサ・イースト高
校卒業後，同大学マディソン校に進学し，1955 年に卒業して同年 8 月に
結婚した。夫妻は，これまで母校に多大な寄付をするとともに，WARF，ウィ
スコンシン大学基金（University of  Wisconsin Foundation），バスカム・ヒ





















からの 5,000 万ドルの寄付金に加えて，WARF から 5,000 万ドルの出資を
得た。これらを合計した 1.5 億万ドルの資金によって，キャンパス内に専
用施設が建設されることが決定され，2006 年 9 月に設計会社が選定され
た。2007年1月に，学内で建設委員会が結成され，建設管理者が選定された。
2007 年 10 月には，施設の建設計画と新しい組織の概要などを説明するた
めに，学内各所でタウンホールミーティングが開催され，学内の理解と協




　WID（S）を構成する 2 つの組織，すなわち，公的機関である WID と民
間機関である MIR は，それぞれ，2010 年の施設完成に向けて，準備をす
すめている。
　WID では，2006 年 8 月に，同大学ワイズマンセンター所長で発達障害
の国際的研究者である M. M. セルツアー（Marsha Mailick Selzer）が，仮責
任者に任命された。ワイズマンセンターは，人間発達，発達障害，神経変
性病の解決を目指す研究センターである。2007 年 10 月には，大学学術企
画評議会（University Academic Planning Council）が，WID の建議書19）を
採択し，事業計画が明らかとなった。
　MIR の部長は公募中であるため，現在は，WARF の常務取締役である C. 
アメリカにおける産学官連携と生涯学習― 　 ―316





　WID（S）のガバナンスの概要は，図 1 のように示されている。WID は，
大学院が統括する組織であるため，WID 部長は，大学院研究科長に報告し，
外部科学諮問員会（WID External Scientifi c Advisory Committee）の評価を
図 1　“Proposal to the University Academic Planning Council to Establish the Wisconsin 
Institute for Discovery, October 18, 2007, ” p. 10.
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るものとする。これに対して，MIR 部長は，MIR の役員会（MIR Board）
に報告義務を持つが，民間の非営利組織であるため，構成員の雇用に関し





ント（Discovery Seed Grant）」と称する研究プロジェクトである。2006 年
6 月に，WARF とモーグリッジ夫妻から 300 万ドルの出資を得て，人類の
健康と福祉に関わる困難な問題の解決に貢献する創造的研究を助成する研
究公募が着手された。この研究公募には，学内の115学科から222研究チー






　新しい専用施設では，WID/MIR のそれぞれの研究エリアに，約 20 人
ずつの研究員が配置される。WID では，現在，その施設で実施する研究
課題の公募が行われている。WID 建議書の計画では，1 つの課題につき 4











　WID/MIR が入居する専用施設は，地下 1 階地上 4 階建で，総面積
300,000 平方フィート，正味面積 172,000 平方フィートで建設される予定
である。図 2 のように，2 階から 4階の建物中央部分に研究ラボを配置し，
左右に吹き抜けの開放空間を設け，1 階を教育およびアウトリーチのため






































図 3　タウンホールミーティング（October 8, 2007）の資料より引用。Uihlein Wilson 
Architects, WID/MIR, Wisconsin Institutes for Discovery, Building Concept Program, Ballinger, 


























































































































































研究成果報告書，研究者代表：小池源吾，平成 18 年 3 月。




６）大学開放部は，2007 年度現在，継続教育部（Continuing Education, Outreach 
and E-learning），協同拡張部（Cooperative Education），放送・メディアイ
ノベーション部（Broadcasting and Media Innovations），起業・経済開発部
（Entrepreneurship and Economic Development）の 4 部で構成される。2003 年
度と 2007 年度の総支出を比較すると，継続教育部の場合，州補助金の占める
割合は 26.2％から 22％と減少した。かわってプログラム収入の割合が 73.6％
から 78％となり，受益者負担の傾向が強まっている。University of  Wisconsin-
Extension, Annual Report, 2003, p. 9; University of  Wisconsin Colleges and University 




研究科紀要（第三部）』第 54 号，2005 年，31―39 頁。
８）本研究は，平成 19 年度科学研究費補助金若手研究（スタートアップ）の一
環として，2007 年 11 月にウィスコンシン大学同窓会研究財団（WARF）で
実施した調査にもとづいている。インタビューには，A. コーン氏（Andrew 
Cohn, Government & Public Relations Manager），L. M. ヘイスラー氏（Laura M．










13）WARF については，以下を参照のこと。Gerard George, “Learning to be capable: 
patenting and licensing at the Wisconsin Alumni Research Foundation, 1925―2002,” 
Industry and Corporate Change, February 2005, vol. 14, No. 1, pp. 119―151；Rima D. 
Apple, “Patenting University Research, Harry Steenbock and the Wisconsin Alumni 
Research Foundation,” Isis, 1989, No. 80, pp. 375―394.
14）「ES 細胞最前線」『フォーブス』2008 年 10 月号，70―79 頁。
15）この計画は，大学のキャンパス総合整備計画のための産学官連携プログラム
である BioStar Initiative の一環としてすすめられるもので，州の予算と大学に
よる寄付や助成金を組み合わせて総額 3.17 億ドルの資金を調達し，4 つの新し
い建物の建設に当てられる計画である。産業技術環境局大学連携推進課「新
たな産学連携における取り組み ( 研究面における産学連携のあり方 )」第 2 回
産学連携推進小委員会配布資料③，平成 18 年 4 月 20 日，29 頁。What is Biostar 
initiative? 2008.  The University of  Wisconsin System. August 25, 2008 <http://www.
news.wisc.edu/packages/biotech/whatbio.html>.





る試みである。Cluster Hiring Initiative. March 11, 2006.  The University of  Wisconsin 
System. August 25, 2008 <http://www.clusters.wisc.edu/pages/show/2>.
18）Donors; John and Tarshia Morgridge. 2008.  The University of  Wisconsin System. August 
25, 2008 <http://www.discovery.wisc.edu/about/donors.php>.
19）University Academic Planning Council, “Proposal to the University Academic 
Planning Council to Establish the Wisconsin Institute for Discovery, October 18, 
2007,” University of  Wisconsin.
20）News and Events. 2008.  The University of  Wisconsin System. August 25, 2008 
<http://discovery.wisc.edu/news.php>.
21）Discovery Seed Grant Projects. 2008.  The University of  Wisconsin System. August 25, 
2008 <http://www.discovery.wisc.edu/seedgrants/>.
22）“Proposal to the University Academic Planning Council to Establish the Wisconsin 
Institute for Discovery, October 18, 2007,” opt. cit,  pp. 8―9.
23）Uihlein Wilson Architects, WID/MIR, Wisconsin Institutes for Discovery, Building Concept 




26）Bio-X, Stanford University.2008.  Stanford University. August 25, 2008 <http://biox.
stanford.edu/>.




ある。サンタクルーズ校では 2006 年に，サンフランシスコ校では 2005 年に，
それぞれ新しい施設が建設された。3 校で合計約 180 人の研究者が研究を行っ
ている。
28）WID/MIR, Wisconsin Institutes for Discovery, Building Concept Program, op. cit. p. 17.
29）Ibid.
30）“Wisconsin Institutes for Discovery-Town Hall Meeting,” October 8, 2007.
31）玉井克哉・宮田由紀夫編著，前掲，237 頁。
